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次の者は認知症介護指導者養成研修受講者募集要項における研修の目的（認知症介護基礎研修、認知症介護実践者研修及び認知症介護実践リーダー研修を企画・立案し、講義、演習、実習の講師を担当すること及び介護保険施設・事業者等における介護の質の改善について指導すること、自治体等における認知症施策の推進に寄与すること）を理解し、研修対象者の要件を満たしますので、令和６年度認知症介護指導者養成研修の受講者として次の者を推薦します。

（第２回受講希望者）令和６年１２月２日　～ 令和７年２月７日
氏 名
所 属





（参照）
【　研修対象者　】
研修対象者は、以下の①から⑤の要件を満たし、認知症介護指導者養成研修対象者として都道府県・指定都市又は現に勤務している介護保険施設・事業所等（以下「都道府県等」という。）の長が適当と認め推薦する者に対し、認知症介護研究・研修大府センター（以下「センター」という。）が実施する認知症介護指導者養成研修対象者選抜考査（以下「受講者選抜考査」という。）の結果、研修対象者としてセンター長が認めた者とします。
1  医師、保健師、助産師、看護師、准看護師、理学療法士、作業療法士、言語聴覚士、
社会福祉士、介護福祉士若しくは精神保健福祉士のいずれかの資格を有する者又はこれに準ずる者
② 以下のいずれかに該当する者であって、相当の介護実務経験を有する者
（1） 介護保険施設・事業所等に従事している者（過去において介護保険施設・事業所等に
従事していた者も含む。）
（イ） 福祉系大学や養成学校等で指導的立場にある者
（ウ） 民間企業で認知症介護の教育に携わる者
③ 認知症介護実践研修における認知症介護実践者研修（「痴呆介護研修事業の円滑な運営に
ついて」（平成12年10月25日老計第43号厚生省老人保健福祉局計画課長通知。以下「平成12年通知」という。）に規定する基礎課程又は「認知症介護研修等事業の円滑な運営について」（平成17年5月13日老計発第0513001号厚生労働省老健局計画課長通知。以下「平成17年通知」という。）に規定する実践者研修を修了した者を含む。）及び認知症介護実践リーダー研修（平成12年通知に規定する専門課程又は平成17年通知に規定する実践リーダー研修を修了した者を含む。）を修了した者（厚生労働省老健局計画課長通知より）
④ 認知症介護基礎研修又は認知症介護実践研修の企画・立案に参画し、又は講師として従事
することが予定されている者
⑤ 地域ケアを推進する役割を担うことが見込まれている者

※以上の要件を満たす者を対象とするが、特に認知症の人の地域全体の介護サービスの向上を
目的とする本研修の趣旨にかんがみ、研修修了後には、認知症介護指導者としての役割（認知症
介護基礎研修、認知症介護実践者研修及び認知症介護実践リーダー研修を企画・立案し、講義、
演習、実習の講師を担当すること及び介護保険施設・事業者等における介護の質の改善について指導すること、自治体等における認知症施策の推進に寄与すること）を担うことに同意した者であること。また、推薦者は、被推薦者が同役割を担うことについて理解した上で選定に留意されたい。
※本研修は、一部オンラインによる同時双方向の研修を実施する。そのため、研修受講に際して
は、自施設・事業所等で、WEB研修受講の環境を整えることを前提とする。
※受講申し込み状況に応じて、開催回数を増減する場合があります。
※また、新型コロナウィルス等の感染状況により、研修中止または開催方法を変更する場合が
あります。
